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○山口　本日はよろしくお願いいたし
ます。司会を務めます経営学部の山口
です。グローバル教育センターのセン
ター長を、今年度務めています。今
日は2名の学生が参加していますが、
それぞれグローバル教育センターが提
供している「国際協力人材」育成プロ
グラムと、グローバル・リーダーシッ
プ・プログラム（以下GLP）を受講し
ている学生です。
　それでは、最初に自己紹介から始め
たいと思います。順番に、前田先生か
らお願いします。
○前田　私は、現代心理学部映像身体
学科の教員で前田英樹と申します。今
日は所用により中座しますが、どうぞ

よろしく。私はグローバリズムには全
面的に反対で、言ってみれば敵なんで
す。
○武田　武田珂代子と申します。異文
化コミュニケーション学部と、それか
ら独立研究科の異文化コミュニケーシ
ョン研究科に所属しています。専門は
通訳翻訳研究で、立教には2年ちょっ
と前に来ました。それまではアメリカ
に22年いまして、グローバル人材とい
うことで言えば、私が前に勤めていた
学校が、まさにグローバル人材を輩出
するためにつくられた大学院なんです
けれども、そこにおりました。
○中山　経営学部国際経営学科2年の
中山加捺と申します。私は「国際協力
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人材」育成プログラムのソリューショ
ン・アプローチBという授業を履修し
ていて、経済発展について学んでいま
す。よろしくお願いします。
○野田　楽天の野田と申します。よろ
しくお願いします。楽天には2004年に
入ったので、だいたい10年ぐらいおり
ます。会社が公用語を英語にして、い
ろいろ注目を浴びることが多いのです
が、その英語公用化を推進するグロー
バル人事部というところを今担当して
います。
○北山　経済学部経済学科1年の北山
流川と申します。僕はGLPを受講して
います。今日、この座談会に参加でき
ることをとても嬉しく思います。よろ
しくお願いします。
○山口　私は経営学部の所属で、専門
自体は経営学ではなくて、実は統計学
です。もともと立教には1990年に入っ
て、長い間、社会学部産業関係学科に
所属していました。経営学部をつくる
ときに経営学部に移って、そのとき、
ビジネスにおいてグローバルというこ
とはもう欠かすことができないという
ことで、大学のグローバル対応に関わ
ってきました。2013年の4月に立教大
学でグローバル教育センターをつくる
ことになり、なぜか私にセンター長を
やれという話がきて、今、センター長
として、グローバル教育センターの取
り組みをきちんと軌道に乗せるという
仕事をしています。ただ、将来的に、
「グローバル」とか「国際化」という
のが大学の中で言葉として残るという
のは、あまりいいことではないと思い
ますので、早くどこかに着陸して、当
たり前のように行われるようになると
いうことが必要なのだろうと思ってい
ます。

〈大学に求められる「グローバル人材
育成」〉

○山口　それでは最初に、立教大学の
取り組みや、最近、文部科学省が大学
に対してどういう要求をしているかと
いうことについて、ちょっとだけ話を
したいと思います。
　補助金関係では、最初はグローバル
30が皮切りで、そのあとグローバル人
材であるとか、国際化推進の補助金と
いうのが続きました。来年にはスーパ
ーグローバル大学ということで、研究
系を10校、教育系を20校採択し、10年
間にわたる大規模な補助金を付けると
いう計画が進んでいます。
　文部科学省は、グローバル人材育成
ということをかなり言っています。そ
れは、学生がどういう専門性を持って
卒業したとしても、今後活躍する場は
日本だけではない。世界に出て活躍す
るというときに、その専門性をきちん
と世界で発揮するために大学としてサ
ポートすることの必要性を、強く意識
しているからなのではないかと思いま
す。それと併せて、研究面、教育面を
含め、世界に対して大きく貢献できて
いる日本の大学が少ないのではないか
ということ
で、その面
も含めて要
求をしてき
ているので
はないかと
思います。
　立教大学
の中では、
国際化推進
会議がいろ
いろな形で
活動してき
ています。
例えば具体
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的な数値目標として、5年後までに、
在学生のうちの半分は海外体験を、何
らかの形で留学もしくはいろいろなプ
ログラムに参加する、そして10年後ま
でには、全員の学生がそういうところ
に参加できるようなプログラムを用意
する、ということを掲げていて、それ
に向かって現在プログラム開発が進ん
でいます。あとは、単に海外を体験す
るということだけではなくて、本来、
それぞれ大学が果たすべき専門を学ぶ
という役割と併せ、どういうことを学
生が卒業までに身に付けておくべきか
ということが今一番課題になっている
と思います。

〈企業が大学に求めること・期待する
こと〉

○山口　それでは最初に、楽天の野田
さんから、今企業でどういうことが求
められていて、大学側に対してどのよ
うな期待をお持ちかということをお聞
きして、それに対して教員側のほうか
ら少しコメントをするという形でスタ
ートしたいと思います。
○野田　分かりました。企業といいま
すか、楽天の話になりますが。企業は
ゴーイングコンサーンということで、
楽天という会社を、長期的に持続的に
成長する会社にすることが求められて
います。長い目で世界の動向を見たと
きに、日本の中だけで楽天の発展を考
えていても、世界的に見れば日本の相
対的なシェアは落ちていきますから、
楽天が持続的に発展するためには、世
界に出ていかなければなりません。
　そのため、7年ほど前に、これまで
は日本だけで活動してきたけれども、
これからは世界に目を向けようという
ことで、企業買収をしたり、独自で
各国に進出していったりしました。そ
のときに、インターネットで現地の消

費者とコミ
ュニケーシ
ョンをとる
ものですか
ら、日本語
だけでやっ
ていては、
どうしても
そこに壁が
できてしま
う。現地の
従業員、買
収した会社
の従業員と
コミュニケ
ーションを
とるためには、日本語ではなくて英語
のほうがいいだろう、だったら会社の
公用語を英語にしてしまったほうが良
いだろうということで、公用語を英語
に変えたのです。
　また、世界に打って出なくても、特
にインターネットという新しい産業に
おいては国の規制も何もありませんの
で、日本で会社活動をやっているだけ
でも、結局はもうグローバルの競争に
さらされていて、グーグルとかアマゾ
ンといった世界の企業が日本の市場を
狙って来ているわけですね。インター
ネットは国境を越えて、どんどん情報
やサービスが入ってくる。そうした環
境の中で、他の企業と伍して戦ってサ
ービスを普及させていくためには、や
はり語学の面のみならず、グローバル
な競争力をつけていかなければいけな
いと思います。グローバルというと英
語だけがスポットライトを浴びてしま
うのですが、英語以外のビジネススキ
ルなども強化をしていかないと、他社
との競争に勝てませんので、グローバ
ルな目線での人材教育の必要性は、ま
すます高まっていますね。
　2番目の質問の、大学に何を期待す
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るかということについてですけれど
も。今、会社では、年間に億円単位の
予算を、社員の英語力の向上のために
投資しているのですが、本来であれ
ば、大学を卒業した時点で、山口先生
がおっしゃった専門性を持って、それ
を世界で発揮するという能力を身に付
けていてほしいとは思います。それ以
前の初歩的な英語教育も含めて、この
教育は会社がやるべきものじゃないだ
ろうと思っています。本当であれば大
学に入学する時点で英語の基礎力は身
に付けていてほしいし、大学において
は、それまでに身に付けた英語によっ
て、専門書を読む、レポートを書く、
論文を書く、発表するぐらいの能力は
身に付けていてほしいというのがひと
つありますね。
　2点目は、さっきと同じストーリー
になるのですが、英語以外でも、山口
先生が最初におっしゃった専門性をき
ちんと身に付けた社会人になってほ
しいと思っています。いろいろな学生
を会社で面接して採用しているのです
が、自分の専門分野についてきちんと
説明できない学生が非常に多い。大学
の4年間で何を学んできたのかな、と
いう学生も多いものですから、英語で
何を発表したいのか、何を発揮したい
のかという専門性、および最低限の一
般教養、そこはやはり身に付けていな
ければ、そもそもグローバル人材にな
れないのではないかと思っています。
○山口　ありがとうございました。そ
れでは次に、武田先生に、先ほどの前
任校のお話も含めて、今の大学、特に
日本の大学を取り巻く環境について、
今、野田さんからご指摘があった点に
ついてお話いただけますか。
○武田　今おっしゃった、大学での教
育において、ある程度の専門性を求め
るというのは、どのレベルの専門性な
のかなとは思います。私は、長くアメ

リカにいましたので、アメリカ的な考
えで言うと、学部ではどちらかという
とリベラルアーツ、一般教養みたいな
ものをやっていて。工学部とかは最初
から専門的なことをやっていますけれ
ども、特に文系ならばリベラルアーツ
的なことをやって、専門性は大学院で
学ぶという考え方もあるので、学部を
出てすぐに、企業で即戦力になるよう
な専門性を求めるのはどうかなという
考えがあります。
　むしろ、自分のことを分析できると
か、クリティカルシンキングができる
とかが重要かと思います。先ほど野田
さんがおっしゃったように、英語が
できても、伝えたいものがなければ空
（から）なわけですよね。言いたいこ
とや自分の考えを論理的に話すことが
できていなければ、たとえ英語の構文
を知っていようと、単語を知っていよ
うと、発音がよかろうと、コミュニケ
ーションは成り立たないわけなので、
自分が伝えたいものを見つけられる、
そういう大学生活であってほしいと思
います。
　前にいた大学は、大学院しかない
学校でしたが、ミドルベリー大学と
いう大学組織の一部でもありました。
ミドルベリ
ー大学は、
リベラルア
ーツの大学
なんですけ
れども、そ
この上にあ
る専門職の
大学院に私
は勤めてい
て、日本語
で 言 う グ
ロ ー バ ル
人材、i n -
ternational 
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professionalsとそこの学校では言って
いましたけれども、そういう人材を育
てるという学校だったんですね。
　今回、ここにお招きいただいたの
で、文部科学省が言っていることと
かを少し調べたんですけれども、私が
受けた印象としては、どうも日本の企
業にとって必要とされる人材をつくる
というのがドライバーになっていて、
ちょっとその辺りに違和感がありまし
た。もちろん、企業に就職できる人材
を育てるというのは大事なことだと思
うんですけれども。例えば私が前にい
た学校で言うと、ビジネスという部分
は一つの分野であって、あとは国際政
策とか、環境政策とか、NGOで働く
とか、紛争解決能力とか、核不拡散の
研究とか、そういうふうに、いろいろ
な分野で仕事ができる人たちを育成し
ていたんですね。だから、企業にとっ
て必要な人材というよりも、もう少し
広げた見方がいいんじゃないかなと思
います。
　例えば、グローバル教育センターで
いうと、国際協力という視点がありま
すよね。私は、これは素晴らしいと思
います。しかも、あまり日本とか海外
って言っていないじゃないですか。誰
でも参加できるというものですよね。
だから、そういう視点は、いいんじゃ
ないかなと思いました。

〈グローバル化は必要か〉

○山口　では前田先生、今の日本の風
潮についてということでもいいと思う
んですけれども、今、武田先生がご指
摘になった、「日本企業のために」と
いうところが、私も実は気になってお
りまして。本来は、未来を開拓するた
めのグローバル人材であってほしいと
思うんですけれども、そういう意識っ
て、文部科学省の書類を読んでもなか

なか見えないんです。前田先生は、も
っと辛辣なご意見をお持ちじゃないか
と思うんですが。
○前田　僕は、立教の経営学部と異
文化コミュニケーション学部がグロ
ーバル化を進めていることには何も文
句ないです。だって、経営学というの
は、もともとグローバルな資本の流れ
の中でやっているものだから、グロー
バル以外にあり得ないでしょう。それ
から、競争ということが一番基本の原
理で、資本はグローバルに流れますか
ら、当然グローバルな競争をするわけ
ですよ。それはもう明治維新のときか
らずっと、日本人は、やってきたわけ
ですよ。
　それから、グローバルな経営戦略な
どと言われるときに、必ず文化的な背
景の平均的な理解というものを求めら
れるから、異文化コミュニケーション
学部のようなものが必要であるという
ことも当然だと思います。
　もう一つは科学技術ですよ。科学技
術というのは必ずグローバルに発展す
るから、これも、グローバリズムがい
いとか悪いとかの問題ではなくて、強
制されたことですよ。科学技術はグロ
ーバルでしかない。

　 と こ ろ
が、世界、
人 類 と い
うのは、経
営と科学技
術とスポー
ツ、その3
つで成り立
っているの
か と い う
と、決して
そんなこと
はない。人
間の本質的
な文明とい
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うのは、これは絶対グローバルではあ
り得ません。文明というのは、その地
域に根を張った衣食住の体系、これの
上に開花するものですよ。衣食住があ
って、そこから言語の固有性が、差異
が生まれてくるわけですよ。だから、
経営や科学技術が、どんなに世界に、
共通性を求めても、本質的な文明とい
うのは、互いの微細な差異、豊かなニ
ュアンスのほうへ必ず展開していくも
のです。だから、そっちのほうを理解
しなかったら、人間も文明も理解する
ことができない。
　では、どうしてこういうグローバ
リズム、国際資本の流れの中での競
争と、科学技術の先陣争い、これは表
裏一体のものだと思うけれども、こう
いうものが世界を席巻して、文部科学
省は、こぞって全体にこれを押しつけ
るのかということです。歴史的、人類
史的な背景に対する目をちゃんと持っ
ていないと、僕は、大学人とは言えな
いと思います。それに対するインテリ
ジェンスを欠いていては、大学人とは
言えない。だから、分からないでしょ
う、アメリカが、どうしてあんなにも
中東世界に入っていけないのか。中東
のなかの何が抵抗しているのかです
よ、アメリカのグローバリズムに対し
てね。
　あらがう者の声に耳を澄ます。こ
れが大学の知性だと僕は思います。
それなしにグローバル化し、競争原理
で世界を制圧する、これは、明治維新
のとき掲げられた、富国強兵のスロー
ガン、その原理と同じなんですよ、今
でも。ただし、戦争はできない。近代
兵器がここまで来たら、戦争をするこ
とはもはや不可能になっている。だか
ら、それの代理を経済や科学技術でや
るということになるでしょう。これ
は、明治維新の、明治新政府が示した
国家方針と何にも変わっていないんで

すよ、その本質において。大きなも
の、大切なものをどんどん捨てていっ
ているんです。限りなく多様で豊かな
差異に満ちている文明の本質をね。そ
ういうものを理解しようとしないと、
人類というのは絶対幸せにはならない
し、お互いを理解することなんかでき
ませんよ。どうしてアメリカがあんな
にも、例えば中東を理解できないの
か、それは彼らが本当の文明というも
のを知る気がないし、ほとんど知る能
力を欠いているからだと僕は思います
ね。
○山口　今のはとても重要な指摘だと
思います。企業活動とかで世界に出て
いくといったときに、前田先生が今ご
指摘になった点、そこがないと、多分
成功しないし、サステナブルではない
と思います。だから今、グローバル化
している中で、グローバル人材は、そ
こをきちんと理解し、対応できる人で
あると思うんですけれども。
○前田　それは言うのはやさしいけれ
ども、なかなか難しいですよ。それに
対応できるって。多様な差異に応じ
て、その深いところに下りていく精神
というものと、グローバルなビジネス
活動というものが本当の意味で両立で
きるのか、僕はよく分かりませんけれ
ども、難しいんじゃないですかね、や
っぱり。

〈異文化理解・他者理解〉

○山口　例えば楽天さんが、いろいろ
な国で、当然宗教が違うところで経済
活動をしようとしたときって、いろい
ろなコンフリクトも起こると思うんで
すけれども、そういう点で、何か具体
的な取り組みがあれば教えていただけ
ますか。
○野田　難しいですね。迎合するわけ
じゃないんですけれども、企業の、僕
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らが目指すグローバルな経済活動っ
て、グローバルがこれだというパッケ
ージを世界に広げているというわけで
はないんです。もちろん楽天が、日本
で生まれた楽天市場というサービスを
基に、日本で素晴らしいｅコマースの
サービスを持っていて、これを世界に
広げようとは思っているんですけれど
も、そのまま持っていっても受け入れ
てもらえないんですよ。まさに前田先
生がおっしゃったとおり、衣食住がロ
ーカルに根付くものだからです。7年
間の試行錯誤で学びました。グローバ
ルというパッケージをつくって、社員
に教えて、それをやってきなさいとい
うのでは絶対失敗する。逆説的です
が、それをグローバルで世界中に広げ
るのが難しいということを体験して学
ぶこと自体もグローバルの学びである
と考えています。
　アメリカで受け入れられたものがヨ
ーロッパで受け入れられるかというと
そうでもない。中国に進出しましたけ
れども、うまくいかなくて撤退したこ
ともあります。特にｅコマースという
小売りですから、地域に合わせた品ぞ
ろえ、売り方も考えなければいけない
し、それを広めるには、現地の社員の
声をどうやって吸い上げるかを試行錯
誤しながらやらないとうまくいかない
ですよね。
　楽天の本社の中にも、いろいろな国
籍の社員がいます。今は32カ国ぐらい
の国籍の人がいます。例えばインド
の人で、ある一定の種類の食べ物しか
食べられない人がいて、食事メニュー
を新しくつくったり、イスラムの人だ
と、断食の時期があったり、お祈りを
一定の時間でやらなければいけないの
で会議室をつぶしてお祈りのための場
所をつくったり。いろいろなことをや
らなければいけないし、学びながらや
っていくしかない。そういうものなの

だ、ということを分かることが大事だ
と思います。
○前田　そういうものを理解する上で
一番基本的なことは、そういうものへ
の愛情を持つこと以外にないと思うん
ですよ。愛情を持って、そういう人た
ちと一緒に暮らしてみることですよ。
それが、人間の文明を本当に理解する
ほとんど唯一の路でしょう。だから、
グローバルな理解なんていうものは、
僕は成り立たないと思いますよ。もの
の理解って、人と人との個人的な関係
でもそうだけれども、限りなく、その
人の固有なものに下りていくことでし
ょう。それで、その人についての何か
絶対的な理解みたいなところに、たま
には到達するわけですよ。「あいつの
ことなら何でも分かる」っていう。そ
れは共感や愛情があるからでしょう。
僕は、基本的に文明というのはそうい
う共感や愛情の上でしか成立しないも
のだと思う。グローバルな競争社会と
いうものとは、そんなに簡単に両立し
ないですよ、文明の本来的な在り方
は。
○山口　今おっしゃった愛情を持つと
いうためにも、例えば若い人たちが現
地に行く、教室の中やネットを通じて
いろいろな話をするのではなくて、き
ちんと生活をしてみる。それって大切
なような気がします。
○武田　文化慣習の違う人と一緒に
暮らしてみるとか、相手がしている
ことを理解しようとするとか、それも
勉強ですよね。そのときには愛情とか
共感する力というのがとても大事で。
相手に同意しなくてもいいのだけれど
も、何で相手がそういう態度を取って
いるのか、それを理解しようとするの
はとても大事だと思うんです。私は、
どこかに行くことはとても大事で、行
かないと分からないことってあると思
います。でも日本の中でも、たくさん
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外国人がいるわけだし、例えば異文化
コミュニケーション学部の学生が今、
豊島区の外国人に日本語を教えるとい
うボランティアをしているんですけれ
ども、その中で触れ合うことや学ぶこ
とって、たくさんあると思うんですよ
ね。ヘイトスピーチみたいなものがま
かり通っているような国が、グローバ
ル人材の育成うんぬんと言うことにつ
いては、ちょっと私は説得力がないと
感じます。だから国内も見るべきじゃ
ないかと。
○前田　僕らが学生の頃になくて、今
の学生にあるいいものは、東北であろ
うとフィリピンであろうと、困ってい
る人がそこにいるから助けに行く、と
いう気持ちがあることだと思うんです
ね。そこにはもう、グローバリズムも
何もないですよ。世界中に困っている
人がいたら、どこでも行って助けると
いう、そういうふうな流れが生まれつ
つあって、それは僕らが若い頃にはな
かったことですね。だから、そういう
行為が、彼らの本当の同情心とか愛情
とか共感とかから起こっているのだっ
たら、これは素晴らしいわけですよ。
文部科学省が言っているグローバリズ
ムとは全然関係のないところで、若い
人たちの中に起こっている流れだと思
う。これは全面的にいいと思います
よ。
○山口　それでは学生たちの話も聞い
てみましょう。今、いろいろと話を聞
いてみて、感想を聞かせてください。
遠慮なく、何でも。
○中山　すごく感動しました。楽天さ
んはとても発展していて、利益も高く
て、グローバルな視野もすごく広いと
いう印象があるんですけれども、一方
で、異文化を理解するには愛情が必要
で、幸せの根本というのは生活の基本
であるというお話にとても共感しまし
た。

　私は、1カ月だけなんですけれども
ハワイに留学したことがあります。ハ
ワイは環境のことを考える人がとても
多くて、それはなぜかというと、親か
ら子ども、孫の代まで長く続く幸せを
考えるビジネスが大事という価値観が
育っているからなんです。私はそれに
も感動して、そういう基本的な生活を
一生懸命できる世界があったらとても
幸せだなと思いました。
○北山　先ほど武田先生がおっしゃっ
た、国内に目を向けるというのがすご
く面白いなぁと感じました。僕は高校
時代までは、自分と似ている価値観を
持った人とつるんで仲良くすることが
多かったんですけれども、GLPのグル
ープワークの中で、日本人の中でも価
値観の違いとか、背景の違いとかがあ
るのだということに気づきました。僕
が今受けているプログラムは海外に向
けてのものなんですけれども、日本人
の中でも個人個人が違うということを
学生が理解しだしたら、グローバル人
材も早く育つんじゃないかなと思いま
した。
○山口　グローバル教育センターをつ
くってもらうときに、リーダーシッ
プ・プログラムを入れさせてください
って無理や
り頼んだと
いう経緯が
あります。
そ の 意 図
は、北山く
んが言って
くれたよう
なことで、
「世界で」
とか「グロ
ーバル」っ
て考えたと
きに、意見
や背景が違
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う人と、きちんと目標を共有できる
か、その訓練が、一番大切なのだろう
と思って、コアとしてGLPを立教の中
で広めていきたいなぁと考えていたん
です。
○野田　それは、非常に重要ですね。
会社でも、日本でずっとやってきて、
いろいろな部下がいる中で、「お前、
あれやっとけ」「分かりました」で、
どんどん成績が上がる人が、海外に出
てもそれでいいかというと、苦労して
いる社員もいるわけですよね。現地の
社員に「これやって」と言ったら「何
でやるんですか。僕、納得できませ
ん。こういったほうがいいんじゃない
ですか」と言われたときに、日本の社
員では「つべこべ言わずにやればいい
んだよ」と言うような人も中にはいる
んですけれども、現地ではそれではな
かなか通用しない面もあって。なぜや
るのかということを、きちんと時間を
取って、面と向かって話してあげる。
日本だけだったら言わなくても分かる
ようなことを、他の国でやると、うま
くいかない場合もある。そういった、
一人一人違うのだということを日本の
中でも分かっているだけでもずいぶん
違うし、そういったことがすごく大事
ですよね。
○前田　一時、他者理解が大事だと
か、他者に向き合う倫理がなきゃ駄
目だとか、ひどく堅苦しい議論がされ

ていたことがありましたが、僕は、そ
んなことを言う必要ないと思っている
んですよね。例えば、北山くんが誰か
女の子を好きになるというときに、グ
ローバルな女の子を好きになるか。そ
んな雲をつかむような一般的な女の子
は好きにならないよね。「宇宙にこの
子は一人しかいない」、だからほれる
んだよね。だから、僕らの愛情って必
ず、ただ一つのものに憧れて、そこに
向けて流れ込んでいきますよ。そうい
うものを愛するし、それが命の基本で
すよ。差異に入り込んでいって共感す
るというのはね。
○山口　そういう意味で言うと、個を
きちんと尊重できるかというところ
は、いわゆるグローバルの中で一番大
切にしないといけないところですね。
○前田　西洋文明というのは、もとも
と狩猟、牧畜を文明の基盤にしていま
す。狩猟というのはその行為が、獲物
を追い掛けて、倒して殺して、それを
他の生き物に盗られないように隠さな
きゃとか、絶えず闘争がある。闘争を
有利にする土地の拡張競争がある。そ
うせざるを得ない自然環境、競争社会
で絶えず生きてきて、その中でしか文
明を築けなかったんです。
　ところが、僕らみたいなアジア人
の中の、特に農耕で生きていく人間
というのは、例えばお米なんか大事に
しないとうまく育たないでしょう。自
分の子どもみたいに丹精して育てなき
ゃおいしいお米にならない。それから
家族で助け合う。けんかなんかやって
いたら、おいしい米はできないわけで
すよ。だから、僕らの性格って、もと
もと協調的で愛情に満ちているんです
よ。それから「今年の米はどうだっ
た」という、年ごとの米の違いとかを
味わい分ける感覚を持っているんです
よね。
　だから、そういう文明が、西洋の競
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争する文明、絶えず領土を拡張して、
たくさんの物を確保することで相手に
勝とうとする文明、絶えず勝つことが
正しいことなのだという考えの文明に
対して、どうしても負けるんですよ。
だから、僕のような考え方って、グロ
ーバルな今の状況の中で、少数派に追
い込まれる。
○山口　それを負けないようにするに
は、どうすればいいんですか。
○前田　こういうふうに言っていく
しかない。中山さんは感動したって
言いました。人間なら、そうなんです
よ。それがいいと思うに決まっている
んですよ。ところが、競争世界の現実
というものにどんどん巻き込まれてい
って、後退していく。僕らの考え方も
後退させられるという、この現実があ
る。だから、大学は国家の競争政策に
ほいほい乗って、人類に対する歴史的
な視野も何もないままグローバル化を
推進していいのか、いや、いいはずは
ない。これだけは、僕は言いたいです
よね。
○山口　ただ、現実問題として、日本
で学ぶ、日本で生まれ育った人たち
も、当然、グローバルの中の競争社会
にさらされるじゃないですか。そのと
きに、これまでどおりのものを大切に
するというだけだと、学生は被害者に
なってしまう恐れがある。
○前田　これまでどおりのものを大切
にするだけじゃなくて、大切にすると
いうのは、新たにつくり直していくこ
とだと思います。同じものを保守す
るとか、そんなことじゃないと思う。
価値のある文明というのは、絶えず再
生産され、つくり直されていって、創
造され直していかないと、価値あるも
のとして維持することはできない。ま
た、それが大事なのだということを知
っていなければならない。人類がグロ
ーバルな競争ばかりやったって、その

果てに、いったい何があるのか。地球
資源の枯渇が、必ずあると思うね。い
ったい誰が、どんな知性がこの競争に
ブレーキをかけるのか。こっちのほう
が重要な問題じゃないかと思う。世界
の経済競争に負けるじゃないか、それ
は確かにそうかもしれないけれども、
でも、その勝った先に何があるかとい
うことも、大学人なら考えたらどうか
と。
○野田　前田先生のお話に100パーセ
ント賛成します。というか、先生の言
っていること自体がグローバルな考え
方だと僕は思います。
○武田　私もそう思います。
○野田　先生自身は少数派とおっしゃ
っていますが、まさに先生のおっしゃ
っていることがグローバルな考え方だ
と思います。グローバル＝競争ではな
くて、そういったものを含めた知識と
か、人類全体のことを考えて、地球は
破滅するとか、そういう考え方自体が
グローバルなんじゃないかなと。
○山口　個々を大切にしながら、それ
ぞれの文明も残りながら、どう共生す
るか。そこに交流は当然発生するじゃ
ないですか。交流が発生しながら、
個々の文明とかそういう伝統をきちん
と尊重して残すか。交流すると、そこ
で新しいことが起こるじゃないです
か。そこで変わることは、そんな悪い
ことじゃないような気もするんだけ
ど。
○前田　おのずと変わるんならいい。
例えば、植物が接ぎ木されるみたいに
変わっていくなら。日本だって変わっ
てきたでしょう。仏教が入ってきて
変わった、近代になって変わったとい
う。それはいいわけですよ。内側から
自然に命を継ぐように変わっていくの
だから、それは自然なことでしょう。
グローバルな競争というのは、そうい
うものを破壊するものだと思います。
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○山口　それはスピードですか。僕は
あまりそういう教養のない人間なの
で、スピードが問題なのか、変わり方
が問題なのかが分からなくて。あまり
にも急激に変わるから、問題なのか。
○前田　むしろ変わっていないと思
う。今の、いわゆる文部科学省的な発
想のグローバリズムというのは、昔か
らあった西洋近代の考え方。西洋近代
に、産業革命以後の世界に広まった均
一な競争。
○山口　均一にしたほうが、産業界
は、楽は楽なんです。
○前田　一年中同じような温度の中
で、一年中同じものを食べていること
が富であるというね。それが快適な、
幸せなことであるという感覚は巨大な
錯覚の上に成り立っています。僕の考
えはむしろグローバルなんじゃないか
と野田さんはおっしゃって、そうおっ
しゃってくださるのはとても光栄だけ
れども、例えば日本の明治期の岡倉天
心とか内村鑑三なんかは、これはほん
とうの世界人です。本当の世界性を持
った人たちで、グローバル資本主義に
真っ向から反対しましたからね。近代
そのものに対してね。彼らの視野は本
当に世界性を持っていた。
○武田　自分で考える力があった、批
判的な思考ができたということでしょ
う。
○野田　そこだと思います。本当に、
自分の頭で考えられるかどうかという
ところ。
○山口　そういう意味で言うと、大学
で若い人たちが一番身に付けてほしい
のは、そこですよね。

〈批判的思考を身に付ける〉

○野田　武田先生がおっしゃったとお
り、クリティカルシンキングとか、ロ
ジカルに説明できる能力とか、自分の

考えをきちんと表現できる能力とか
が、やっぱり必要だと思います。昔の
大量生産の時代ではないので、今はみ
んなが同じことをやって、同じものを
つくるような世界ではない。知識の戦
いです。
○武田　私は、ずっと大学院、プロフ
ェッショナルを育成するところにいた
ので、2年前に立教に来たとき、ちょ
っと戸惑いというか、どきどきしなが
ら授業に行っていたんですけれども。
　私なりに考えたのは、学部の学生に
対して、彼らをインスパイアしたいと
いうこと。学生の心に触れるという
か、学生が何らかのことを感じてくれ
て、自分で何かを考えてくれたら、そ
れで私は成功だと思うようになったん
ですね。学部の授業は。
　知識を詰め込むことというのは、今
どきはインターネットで、ウィキペデ
ィアなどを見たら、情報ってあるわけ
じゃないですか。では私たち教員は
何を教えるのかといったら、ウィキペ
ディアを見たときに「これ、本当じゃ
ないんじゃないか」と疑ってみたり、
「他の考え方があるんじゃないか」と
か「他の情報源があるんじゃないか」
ということを考える力というか、そう
いうものを身に付けさせるのが大事で
はないかと思います。
　いったんインスパイアさせれば、例
えば、なぜ英語を勉強することが大事
なのかということを深く理解したら、
ちゃんと勉強すると思うんです。だか
ら、その辺のところを考えさせていか
ないと、頭ごなしに英語をやれと言っ
ても、何かよくない感じがします。
○山口　どうですか。立教大学に入っ
た1年生と2年生、今、武田先生がおっ
しゃったようなことは感じますか。
○中山　国際経営学科にESP（Eng-
lish for Specific Purposes）という授
業があります。そこで、ユニ・チャ
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ームという
企業と連携
で、世界に
おむつや生
理用品など
を売り出し
てセールス
を2倍にす
るという課
題を出され
て、グルー
プワークで
挑んでいま
す。時には
モチベーシ
ョンが下が

ってしまうこともあるんですけれど、
そういうときに、世界と戦っていくに
はどうすればよいか、という目的をち
ゃんと考えると、やる気が出て、効率
がよくなるので、何をやるにも目的を
考えてから行動しないと、と思ってい
ます。
○北山　武田先生がおっしゃっていた
話を聞いて、僕は批判的思考が大事な
のかなと思いました。批判的思考と
は、言い換えれば疑問を持つことです
よね。
○武田　そうです。疑問を持つことで
す。
○北山　疑問を持つこととは、さっき
前田先生がおっしゃっていた「人を知
ろうとする心」だと思います。その中
で、自分の中での解決、例えば、何で
英語を勉強しなければいけないんだろ
うといえば、人を知るツールとして英
語を使いたいという、自分の中での解
決策があった中で、その解決策をどう
やって実行に移すかというモチベーシ
ョンがすごく大事なのかなと思いまし
た。
　モチベーションがなければ、批判的
思考や疑問自体が生まれず、現状のま

ま、与えられた知識だけを真に受けて
しまうような固まった人間になってし
まうと思うので、モチベーションを保
ちながら、何でこうなるのだろうと聞
いていく、つまり、オープンにアンテ
ナを張ることが大事なのかなと思いま
した。
◯武田　同じ環境で同じような人とず
っといたら、あまり疑問を持たないよ
うになると思うんです。だから、違う
考え方を持つ人や違う文化とか、違
う気候の所、違う場所になどに行って
みると、自分を相対的に見られて、自
分がより分かり、謙虚になると思いま
す。そういう意味で、外に出ていくの
は大事かなと思います。
◯前田　僕は、ウィキペディアに書い
てあることはほとんどみんな間違いだ
と思う。それはどうしてかというと対
象への愛情がないから。
○武田　先生のキーワードは愛情です
ね。
○前田　うん、そう。キーワードです
よ。愛情があると、これを好きで好き
でしようがないというと、そのことを
うまくしゃべれなくなるでしょう。こ
の人のことが好きで好きでしようがな
いといったら、どうしゃべったらいい
か、どうしゃべっても違う、となるで
しょう。そのときに、人は初めて文章
の工夫をするんです。本当の思考を生
み出す努力を始めるんです。
　ところが、好きでも何でもなく、
ただの知識だと思っていると、ろく
でもないことを書くんだね。ただの知
識の羅列。そういうのは全部間違って
いる。間違っていると言っていいんで
す。学問には、インスパイアされたも
のがないと、愛情がないと、何一つ成
功しませんよ。
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〈日本の大学をとりまくグローバル
化〉

◯山口　そういう意味で言うと、今の
大学に入ってくる人たち、特に日本で
入ってくる人たちを見ていると、入試
の知識。
◯前田　あの知識ね。
◯山口　どうしてこういう問題を出す
の、というか。
◯前田　インスパイアされていない
ね、あの問題は。
◯山口　どこかで変えないといけない
と思うんですけど、今、日本の、特に
人気のある大学に入ろうとしたときの
入試の訓練が、全然グローバル化して
いなくて、そこはかなり問題かなと思
っているんです。
◯前田　外との競争にさらされていな
いからね。入試は内輪の競争だから
ね。
◯山口　内輪だし、相対評価だし。
◯武田　でも、最近は日本の大学に行
かないで、いきなり海外の大学に行く
人も出てきていませんか。東大に受か
ったけれども行かないで、ほかのとこ
ろに行ったという話を聞きます。
◯山口　文科省がグローバル人材育成
を推進する理由のもう一つは、日本の
大学自体がグローバルな競争にさらさ
れているからなんだと思うんですね。
だから、いい教育をきちっとできない
と、いわゆる日本の中の大学では世界
に通用しないというのは、大きいかな
と思う。
◯前田　外にさらされるときに、何を
もって戦うのかだよね。何を信じて戦
うのか。これは最も大事なことだと思
う。どんな価値を信じて戦うのか。
◯山口　立教大学には、これまで研究
を蓄積している中で、本当は世界で十
分に戦えるいろいろな財産があると思
うんです。ただ、大学にいる側の人間

として考えると、それを外に発信でき
ていない。そのときに、前田先生は嫌
いかもしれないけれども、教員の英語
力が問題になってくる。
◯武田　そこですか。
◯前田　いやいや、僕は英語力を付け
る必要がないなんて言っていないよ。
◯山口　でも日本人はどうしても発信
力が乏しい。大学人でもそうなんじゃ
ないかと。
◯前田　それは確かに、日本人の弱点
ではあるけれども。
◯武田　日本の大学に来て不思議だっ
たのは、紀要です。紀要とは、学内で
出す論文集ですが。
◯山口　あれは、ワーキングペーパー
じゃないんですよね。ほとんどワーキ
ングペーパーみたいなもので。
◯武田　ワーキングペーパーとしては
出しているんですか。
◯山口　昔はそうだったと思います
よ。それがいつの間にか、１本の論文
に数える人たちが出てきた。でも、紀
要でも、ジャーナルとしても相当トッ
プレベルになっているのも、幾つかあ
ることはあるんです。
◯武田　そうですよね。
◯山口　紀要は、特に日本語でしか書
かなくなると、誰のために研究して発
信しているのかというのが、ちょっと
あると思う。それはもう、完全に日本
の大学の問題で。
◯武田　私は、必ずしもこのシステム
がいいとは思わないんですけど、海外
の大学では教員の評価にポイント制み
たいなものを取り入れているところ
があります。ジャーナルがランキング
化されていて、どのジャーナルにでパ
ブリッシュできたかということによっ
て、ポイントが変わるんです。国際的
に認められないと、業績としてなかな
か認められないという状況が、現実と
してありますね。
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◯山口　前田先生がはじめに指摘され
た、科学技術やビジネスといったとき
には、当然、グローバルという話があ
ったと思いますが、研究そのものも、
絶対にグローバルじゃないといけない
でしょう。
◯前田　すでにそうなっているでしょ
う。経営学部や理学部は。グローバル
な研究というのは、英語で書くという
ことですか。
◯山口　英語で書くというか、要する
に、誰もがそこにアクセスできるよう
な内容、かたちで発信されていない
と、その研究の価値は高くない。誰が
やるかというのは、別の役目もあるの
かもしれないですが。
◯前田　絶対に英語化され得ないよう
なことを、その人がやっていたとした
ら。
◯山口　問題は、芸術も含めてそうだ
と思うんですが、言葉以外のものも含
めて、きちんとみんなに伝えられるよ
うな仕組みづくりは絶対に必要だと思
うんです。
◯前田　うん。だから、翻訳、通訳と
いうのは、ある意味で深淵を跳び越す
仕事で、とても大事です。それにも関
わらず、例えば、イスラム圏の何が
アメリカの文明に抵抗しているのか、
そこには絶対に英語化できないものが
あるのかもしれないでしょう。英語化
できない何かが。だから、こちらが向
こうの言葉を学ばない限り理解できな
い。
　僕らだってそういうことはあるでし
ょう。芭蕉の俳句をアメリカ人が英語
で分かるのか。わからないと思う。と
ころが、僕らの感性、自然や季節につ
いての感覚には、芭蕉が俳句で創造し
たものが浸みとおっている。それを何
とか英語で、となると、相対的にしか
できないという認識が必要だよね。
　そうなると、僕らはどうするかとい

うと、マイナーの言語を学ぶことによ
ってしか入っていけないという事実が
あることは、認めなければいけないと
思うんだよね。英語さえやれば大丈夫
だということは、ないよね。
◯山口　例えば、学生がそういうこと
についてアクセスしたいと思ったとき
に、重要だと思うことは何ですか。行
くことですか。
◯前田　そこの言語を学ぶことじゃな
いですか。それぐらいの謙虚さを持っ
たほうがいいね。人を知りたいと思う
なら。
◯山口　そういう意味で、特に経営学
部の事例で言うと、最初は、ビジネス
だったのでアメリカへの留学を多くし
ていました。2年ぐらい前から、アジ
アやアフリカもきちっと視野に入れて
います。
　ビジネスの現場で言うと、イスラム
はかなり大きいマーケットなので、イ
スラムをきちんと理解できるようにな
ることが大事。特に立教はキリスト
教に基づいた大学で、そういった大学
はイスラム圏にないので、かなり年数
もかかり、難しいかなというのがあっ
て。
　そういう風に、いろいろな所に学生
が行くチャンスを、大学がきちっと提
供すべきではないかとは思っていま
す。そこを増やしていくのは、授業だ
けではなく、プログラムとしては結構
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必要かなと。今、かなり少ないと思う
んです。多分、異文化コミュニケーシ
ョン学部でもそんなに多くないですよ
ね。
◯武田　そうかもしれません。日本に
帰ってきて、私は、アジアのことを学
ぶ大切さをものすごく感じているんで
す。実は今、中国語を勉強しているん
です。遅いんですけど、でも、遅すぎ
ることはないと思って。
　日本の歴史や文化を考えたときに、
中国や朝鮮半島のことを無視するわけ
にはいきません。今、日本に来ている
留学生は、中国からの留学生が多く、
韓国や台湾からも来ていて、その人た
ちから学ぶことがたくさんあるので、
こちらから留学に送り出すときも、ア
メリカやヨーロッパだけではなくて、
中国などにも積極的に出していったら
いいんじゃないかなと。
　この前、私は初めて学会で上海に行
きましたが、すごく学ぶことがありま
した。やはり、行ってみて分かること
があるので、とても収穫がありまし
た。

〈自国の理解・自分の理解〉

◯野田　さらに言うと、大学生には、
アジア以前に、まず、自分の言葉で日
本の文化、日本自体を語れる人材にな
ってほしいと思います。前田先生がお
っしゃったように、どうして日本人は
物を大切にするのか、ちゃんと説明で
きること自体も、グローバル人材への
第一歩だと思うんです。世界のことを
学ぶことが大事であるのと同様に、日
本のことを自分の言葉で説明できる、
発信できる能力はすごく大事だと思い
ます。
◯前田　まさに、そうです。
◯山口　どうですか。日本のこと、自
分のこと。

◯北山　僕は、キリスト教の高校出身
で、高校生のときにイタリア研修とい
う留学のようなものに行ったとき、自
分が日本人の一人としてしか見られ
ていないとすごく思いました。向こう
の人からしたら、僕は「ジャパニーズ
の中の一人で、僕ではない」というの
が、とても悔しかったんです。
　向こうの若者と交流することがあっ
たのですが、野田さんがおっしゃった
ように、「イタリアの魅力は◯◯◯
で、政治とは◇◇◇だよね」と、若い
世代が熱く議論をしていました。その
中で、自分は何もできなかった。その
とき僕が何も発言できないから「日本
ってそんなものなのかよ」みたいに、
日本のことが自分一人で測られてしま
うこともあって、責任は重いんです
が、自分が自分として見られていない
悔しさもすごくありました。
　立教大学に入学した理由は、実は
GLPを受けるためで。
◯山口　本当ですか。
◯北山　本当なんです。実は立教大学
しか受験していないんです。全カリの
GLPと経営学部のBLP（ビジネス・リ
ーダーシップ・プログラム）を学びた
くて。経営学部には受からなくて、経
済学部には合格したので、GLPを受け
ようという気持ちで来ました。
　その中で、自分をどう成長させてい
くかとか、多文化の理解をどうするか
というのには、まず自分が誰なのかを
知って、何がどうつながってきたの
か、自分自身のこと、自分の生い立ち
や自分の魅力を説明できることが必要
なのかなと思います。
◯武田　うん。自分を知ることだよ
ね。
◯野田　今度、日本文化発信型英語通
訳検定があり、僕はその審査員をする
んですが、その検定は、英語で日本の
心を伝える、日本人のアイデンティテ
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ィーを持って、英語で説明できるかを
みるものなんです。「空気を読むって
どういうことですか」、「なでしこジ
ャパンの『なでしこ』ってどういうこ
とですか」、そういうことを英語で説
明できますか、と問います。
◯前田　さっき言った、岡倉天心の
『茶の本』とか、内村鑑三の『代表的
日本人』は、最初から英文で書かれて
いるんです。あれは見事なものですよ
ね。英語としてもかなりの表現だと思
うし、溢れるばかりの日本に対する愛
情があるね。
　だからもう、あれでいいんですよ。
新たにグローバル人材と考えなくて
も。そこに帰ればいいのかもしれな
い。
◯山口　そうなんだけど、能力を持っ
た学生はたくさんいるけれども、日本
のことがなかなか語れない。それはど
うしてなんだろうということが、疑問
としてあって。
◯前田　日本人はもともとシャイなん
ですよ。
◯山口　単にシャイだけじゃないよう
な気もするんですけど。
◯野田　語る訓練をされていないから
ではないですか。
◯武田　そうですよ。
◯前田　それは、農耕民族だから、仲
間内で協力して、譲り合いながら、み
んなで幸福に生きてきたわけですよ。
だから、ある意味では、それはいいこ
となんです。
◯山口　そういう意味では、個を殺し
ている。
◯前田　個を殺しているのではなく
て、それでよかったんです。お互いに
協力しあって、物を大事に育てる文明
のほうが幸せです。
◯山口　経営学部でリーダーシップ・
プログラムをやっているんですが、ア
メリカのビジネススクールでリーダー

シップ・プログラムがスタートしたと
きに、どこを参考にしたかというと、
実は日本なのです。日本人はグループ
ワークがうまくできる。海外のリーダ
ーシップの研究者とこのプログラムに
ついて話したときに、「日本でそんな
ことをする必要があるのか、日本人だ
ったらもともとできるだろう」と言わ
れました。ただ、日本人は、わりとダ
イバーシティが小さい中ではそういう
ことができるけれども、ダイバーシテ
ィが増大したときには、なかなかうま
くやっていけないのではないかと思い
ます。
◯前田　生活共同体の中では、日本人
はとてもうまくやるんです。戦後の経
済成長は、そういう要素が非常にあっ
て、日本人の資質に根ざしたところが
ありましたね。
◯山口　それで問題は、世の中が変わ
ってきていて。例えば、日本の社会が
持っていた教育力。社会に出る前に、
一人一人に対して、いろいろなかた
ちで、学校以外で彼らを育てていたこ
と。それが、僕らのころよりは、今の
若い人たちが育った環境のほうが、か
なり落ちているのではないかという心
配があります。そのことを、社会に出
る前に、大学の中で何とかしろ、とい
う圧力になっている気がしています。
◯前田　日本人は自分の意見を堂々と
言えないとか、他人と議論できないと
か、自己主張が弱いとか、すごく否定
的に言われているでしょう。僕はそれ
をおかしいと言っているんです。とて
も一方的な価値観で判断されている。
◯山口　いや、例えば、リーダーシッ
プ・プログラムの中で言っていること
はそうでしょう。
◯中山　はい、そうですね。
◯山口　人の話をちゃんと聞けとか、
フォロワーになれとか。
◯前田　そうそう。西洋社会はみん
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な、「俺が俺が」と言い、他人を押し
のけ合う。だから安全保障みたいなこ
とが必要なんだ。それを、西洋人は倫
理と言っているんです。アジアには、
一緒に生きていく道徳があるんです。
◯山口　昔は、そういうのは小さいこ
ろから社会の中で訓練されていました
ね。僕の出身はすごい田舎なので、そ
ういう中で言うと、おじいちゃんおば
あちゃんから怒られながらみたいな。
そういうことが減ってきているような
気がして、心配な面があるんです。
◯前田　縦の系譜で継がれていくもの
が、だんだん摩滅してしまっているん
ですね。日本の中で。ひいおじいちゃ
ん、おじいちゃんからずっと来ている
ものが。
◯山口　われわれのような50歳以上の
教員の持っている感覚と、若い人たち
が持っている感覚は、その辺がちょっ
と違うのかなと。
◯前田　それは違うでしょうね。で
も、僕はすごくオプチミストだから、
おそらくそういうのはなくならないと
思うね。なくなっても必ずよみがえる
と思う。
　それでは、この辺りで失礼いたしま
す。
（前田教授退席）

〈外の世界を見るということ〉

◯山口　企業で人事を担当されてい
て、世代間で感じられることはありま
すか。
◯野田　世代間で感じることは残念な
がら、うちの会社ではまだありませ
ん。若い会社なので、年齢が圧縮され
ているんですね。20歳代が大半で、平
均年齢が31歳だから。
◯武田　すごいですね。
◯野田　40歳代は少数派、50歳代は数
えるほど。

◯山口　本当に若い人たちの会社です
ね。
◯武田　日本に帰ってきてもう一つび
っくりしたのは、就活です。12月にな
ったら、いきなり、みんな同じ格好を
し出して、キャンパスの中を走ってい
るということ。不勉強で申し訳ないの
ですが、ああいうかたちでの採用しか
ないのですか。
◯野田　やはり、そのシーズンに合わ
せたことはやっています。毎年、大学
生を300人ぐらい採用しています。
◯武田　中途採用はありますか。
◯野田　あります。だいたい年間600
人ぐらい採用し、300人ぐらいが新卒
で、300人が中途採用です。
◯武田　私がまだアメリカにいた2〜3
年前、日本のある大学に呼ばれて講演
したとき、よく質問をする積極的な学
生がいました。英語も一生懸命頑張っ
ていて、留学するのと聞いたら、「し
ない」と言ったんです。なぜと聞いた
ら、「就職に不利だから」と、そのと
き言ったんです。タイミングが合わな
いらしいのです。でも、そういうこと
はもうないのでしょう？
◯山口　ありますよ。
◯野田　大いにありますね。
◯武田　その辺は、制度的に変えてい
ただけたら。
◯山口　今の2年生からは、少し遅ら
せることにはなっています。ただ、実
質的に、卒業してからではなくて、在
学中に就活することになってしまって
いるので。
　経営学部をつくるときも、3年生の
後期から4年生の前期に留学に行って
ほしいという希望があったんです。で
も、ほとんどの学生は、2年生の後期
から3年生の前期に行くんです。なぜ
そこを選ぶかというと、やはり就活で
す。特に、今だと3年生の12月1日から
就活がスタートしますので、その時期
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には日本にいたいという学生が多いで
す。
　ただ、留学して、4年生の4月に帰っ
てくる学生も少なからずいます。で
も、彼らは彼らできちんとした職場を
見つけていることも事実です。だか
ら、時期的に3月に活動していなくて
も、採用してもらえる会社はありそう
な気がするんですけれども。
◯野田　うちの会社は4月入社と10月
入社があり、10月入社なら卒業を半年
ずらせますので、そういった学生も採
用しています。ほかの日本企業は追随
しないので、けっこう今、ごそごそと
いるんです。
◯山口　今、立教大学は9月にも卒業
できる仕組みになっているので、留学
をうまく絡めて、10月採用をしていた
だける企業が増えてくるとありがた
いですね。僕は、必ずしも4年間で卒
業しなくてもいいと思っているのです
が、それをうまく使いながら、9月末
卒業で、10月1日採用というところに
は、きちんと入れるような感じにもな
っていると思いますよ。
◯野田　絶対に、ほかの企業でも増え
てくると思いますけどね。
◯武田　例えば、2年生や3年生でも、
海外でボランティア活動をしたら、そ
れが単位として認められる制度はある
んですか。
◯山口　グローバル教育センターとし
て、来年度、国連ユースボランティア
については単位化することにしまし
た。
◯武田　素晴らしい。それはいいです
ね。
◯山口　実は、今年度は3名派遣して
いるんです。今年度、異文化コミュニ
ケーション学科の学生は1人、東ティ
モールで活動しています。次年度から
は単位化することが認められました。
◯武田　私の次女は、ピースコア

（Peace Corps）に行っていたんで
す。日本語では平和部隊と訳してい
て、青年海外協力隊のようなものです
ね。2年間のボランティアに行ってい
たのですが。でも、それが大学院の修
士課程に組み込まれているんです。1
学期、2学期に知識やスキルを勉強し
て、3学期目として2年間、ボランティ
アに行くわけですよ。戻ってきたら、
それを単位として認めてくれて、あと
1学期で修士号が取れるという仕組み
です。そういう学校はアメリカでいく
つかあります。そういう仕組みが日本
の大学でもできたらいいと思います。
◯山口　今、いろいろなプログラムが
できてきているのですが、日本の場合
はどうしても、事前に正課プログラム
として置いておかないと単位が認めら
れず、事後に認めるというのはなかな
か難しいのです。個人的には、単位化
が事後にでもできるようにならないか
なと思っています。来年度の国連ユー
スボランティアの説明会には、けっこ
うな人数が来ているとのことです。
◯武田　そうですか。ボランティアは
いいですよね。
◯山口　実は、僕は先日カンボジアに
行っていたんです。文学部の学生がカ
ンボジアでユースボランティアの活動
をしていて、来年度から単位化するに
あたって、視察に。相手先が学生に対
してどういう印象を持っているか聞い
てきましたが、かなり評価が高かった
です。今の若い人は、そういうことに
非常に積極的だし、大学としても正課
として認めて、単位化していきたいと
思っています。
◯武田　そうですよね。
◯山口　そういう意味で言うと、中山
さんは「国際協力人材」育成プログラ
ムを受けているということですが、海
外のプログラムに参加したいという意
欲はありますか？
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◯中山　あります。来年度の国連ユ
ースボランティアにも興味を持って
います。今、発展途上国の経済の状況
を学んでいて、アメリカや日本などの
発展している国が、発展途上国の土地
を争奪してしまい、現地のローカルな
農民が困っているという話を聞いてい
ると、実際に何が起こっているのか、
自分の目で見て感じて、私たちにでき
ることを考えていきたいと思っていま
す。
◯山口　夏休みには、ミャンマーに、
明治大学の学生と一緒に行くようなプ
ログラムがあります。
◯武田　素晴らしいですね。

〈大学生のうちにすべきこと〉

◯山口　前田先生がいなくなってしま
ったのですが、前田先生がおっしゃっ
ていた「個々の文明をきちんと理解し
ながら」というときに、今、大学でい
うと4年間、限られた期間で、何かの
選択をして、何かができないまま、そ
れは将来、また学ぶというふうにして
いかないといけないと思うんですけれ
ども、少なくとも4年間で、一番して
おくべきことは何でしょうか。
　全員はなかなか難しいかもしれない
のですが、勉強はずっと続くし、疑問
を持つ態度は持ち続けなければいけな
いと思うんですけど、少なくとも大学
時代の4年間、単位で言うと124単位の
中で、これは絶対にやっておかないと
いけないというものがあれば、何かコ
メントしていただきたいのですが。
　要するに、大学教育を考える上で、
これもやりたいというアイデアはたく
さんあるのですが、どこかは削らない
といけなくて、でも、これは絶対に4
年間のうちに身に付けておいてもらわ
ないと困るということがあると思いま
す。それぞれのお立場で。

◯武田　大学教育とは外れるのです
が、一つは、旅に出ていろいろなこと
を学んでもらいたいですね。大学の勉
強の中で言うと、私たち教員も、努力
してそういうセッティングをしていか
ないといけないと思いますが、プロジ
ェクトに取り組むことがけっこう大事
じゃないかなと思うんです。
　課題を設定して、それを解決してい
く。それにおいては、企画、計画、時
間管理もしないといけないし、問題が
生じたときには解決していかないとい
けない。そういうことがあるので、わ
りと長期にわたるプロジェクトみたい
なものができるような科目があったら
いいなと思います。
◯山口　野田さんから何か、ぜひやっ
ておいてほしいというのは。
◯野田　企業が採用するときに、大学
生と面接して何を見ているかというと
ころです。だいたいどんな企業でもそ
うで、多分面接の対策本に書いてある
と思いますが。
　「学生時代にもっとも自分が取り組
んだことについて教えてください」と
いう質問をして、企業は、それに対し
て「どういう理由でそれに取り組ん
だのか」「どういう困難に直面したの
か」「それをどうやって克服したの
か」という話を聞くことによって、そ
の人の問題解決能力、発見能力、スト
レス耐性などを見ているんです。武田
先生のおっしゃったプロジェクトは、
まさにそういうことで、自分でそれを
どう克服したかという点は、すごく大
事だと思います。この科目じゃないと
いけないということでなく、別に何で
もいいのです。
　たまにがっかりするのは、例えば、
何か目的があって経済学部に入った学
生なのに、経済学で何を学んだかと聞
くと、答えられなかったりすることで
す。それから、「文化祭のイベントで
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たこ焼きを売る目標を達成しました」
と、1週間ぐらいのプロジェクトのこ
とを話す人もいますが、企業は何年間
もかけて取り組むような仕事も多いわ
けですから、持続的にできるのかとい
う点を見ている。何か大きな課題を設
定したり、4年間で達成したい目標を
見つけたりして、それをやる。そうい
うことがあるといいですね。1年〜2年
でもいいですが。
◯山口　やはり、長期というのが重要
ですか。
◯野田　そうですね。
◯山口　実は今、立教大学の中で、
2016年度からの新しいカリキュラムの
検討が進められています。特に、全カ
リが基本なのかもしれないですけれど
も、学生がそれぞれの専門性を身に付
ける中で、各学部から集まってきて、
「完成期全学ゼミナール（仮）」とい
うかたちで4年生のときに大きなプロ
ジェクトに取り組ませたいと。ただ、
企業採用の側からいうと、4年生のと
きの取り組みだと、なかなか。
◯武田　評価してもらえないですね。
◯山口　例えば経営学部だと、一番最
初にいきなりプロジェクトをさせるん
です。そこで失敗してもらって。基本
的に失敗してもらいたいと思っている
んです。
◯武田　それは大事ですよね。
◯野田　それをあえてやるのは、すご
く大事だと思います。そういう話を僕
らも聞きたいので。
◯山口　失敗させて、何を学ぶか。な
ぜ失敗したかということの振り返りを
して、次のステップに行って、再チャ
レンジが2年生のときにできて、3年生
のときにももう1回。少なくとも3回は
そういうプロジェクトに取り組めるよ
うにはしています。そういう試行錯誤
をしていて。1年生のときは何も分か
らずに、企業からお題をもらってプロ

ジェクトをやっていても、どんどん進
んでいくのがよく見えるんですね。
　それを、今検討している2016年度か
らのカリキュラムの中で言うと、それ
ぞれの専門で学んできた人たちが集ま
って、そこで一緒にプロジェクトをや
れないか。GLPはそれに近いようなか
たちで、いろいろな学部の学生が集ま
ってきて、専門、バックグラウンドが
違う人たちが協働で問題解決に当たる
ことが、少しずつできるようになって
きているかなと。そういうことを、も
う少し長期にわたってできれば、本当
はいいのかなと思っています。
　一方で、それに対しての批判もあり
ます。そのプロジェクトをすると、そ
の分、本を読んで勉強する時間が削ら
れる。そこのバランスをどういうふう
にとればいいか。正直に言うと、経営
学部の課題の一つにもなっているんで
す。専門書を読むことも、大切にした
い。それは、原書で読んでほしいとい
うこともあり、そのバランスが。
◯武田　難しいところですね。
◯山口　経営学部として、図書館には
よく行っていると思うんだよね。
◯中山　そうですね。池袋図書館にラ
ーニング・スクウェアという場所があ
るのですが、経営学部のグループワー
クの集団ばかりがいて。
◯山口　そこには行っている。ただ、
本を読んでくれない。
◯中山　そうですね。予定を合わせて
集まって、話し合いが中心です。
◯武田　ほかの大学でも、本を読まな
いという問題があると思います。それ
から、講義もインターネットで受けて
いる。必ずしもインターネットが悪い
とは言わないけれど。本を読んでもら
いたいんですよね。
◯山口　プロジェクトをするとき、ア
イデア勝負になってほしくないという
思いが、一方ではあります。感性はも
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のすごく大切なので、感性を磨く努力
はしてほしいけれども、きちんとした
裏付けに基づいて行動するとき、それ
こそ前田先生が言う文明の元である書
籍、文字で書かれてあることをきちん
と読むということは大切ではないかと
いう気がしています。
◯武田　それから、プロジェクトで、
人の、世の中のためになるようなこと
をしてもらいたい。地域の人を助ける
とか。助けるというとおこがましいの
ですが、役に立つようなことを。そう
すると、充実感があると思うんです。
自分が地域社会のメンバーであるとい
う意識が生まれ、自分はこういう貢献
ができるという達成感もあると思うん
です。単に勉強のためだけのプロジェ
クトではなく、そういう視点も必要で
す。
◯山口　その点で言うと、陸前高田市
の復興支援に向けた、留学生と一緒に
するプロジェクトをスタートさせるこ
とになりました。一方で、来年度か
ら、全カリの中でサービス・ラーニン
グを展開していきます。そういうこと
もスタートして、さまざまな意味での
活動を、大学時代に体験できるように
していきます。
　時間がなくなってきたのですが、も
う一つ。武田先生がおっしゃってい
た、旅に出ることの大切さと併せて。
立教大学の学生に対し、僕が気になっ
ていることは、立教大学の学生の7割
ぐらいが、自宅から通っていることで
す。彼らは環境を変えたことがないの
です。環境を変えても自分の力を発揮
できるということは、世の中のいろい
ろなところがグローバル化していく
と、ものすごく重要になる気がしてい
ます。留学は一つの大きな機会です。
武田先生は九州のご出身だと聞いてい
ますが。
◯武田　熊本です。

◯山口　僕は佐賀出身なので、東京に
出てくるのは、ものすごく大変だった
んですね。時々いるのが、東京から動
きたくない、という人。東京は、もの
すごく便利なところ。不便なところで
生活できる力がないと、なかなか自分
の実力が発揮できないと思って、余計
なお世話かもしれないですが、そうい
うところも、もう少しどうにかして、
力として付けていかなければいけない
のかなと思うんです。
◯武田　私はちゃんと就職せず、ふら
ふらしていて、バックパックでインド
を歩いていたクチですから。
◯山口　僕も、大学院のころにインド
を回ることがあって、その時大きなシ
ョックを受けました。たくさん回って
いたわけではないのですが、自分にと
って一番影響の大きかった国です。
　最後に企業の立場から。環境を変え
ても仕事ができることは、非常に重要
だと思うのですが、楽天さんの場合
は、採用時にそういう点をチェックさ
れますか。
◯野田　そこは、必ずしもチェックは
しません。東京出身で、ずっと親元か
ら通っている子が駄目かというと、そ
うではないので。もちろんそういう
経験は評価しますが、そうじゃない子
を評価しないというわけではありませ
ん。
◯山口　でも、例えばそういうための
訓練や教育みたいなことはあるんです
か。
◯野田　そのための訓練はありませ
ん。楽天の場合は、ただ海外転勤させ
るのではなく、その前にグローバル・
エクスペリエンス・プログラムという
プログラムを受けます。海外の拠点
で、半年間、トレーニーとして研修を
受けてもらうんです。今はもう50人ぐ
らい出ているのかな。半年ぐらい現地
で体験してみて、以心伝心だけでは仕
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事はできないということを、現地の人
たちと一緒に働くことで経験させてい
ます。
　単に英語がうまくなったから、とい
うだけで海外転勤させてもなかなかう
まくいかないので、そういうことは難
しいんだということを体験するために
も行かせています。
◯山口　要するに、仕事よりも先に生
活がきちんとできることが基本です
ね。
　最後に、学生二人から、特に聞きた
いことはぜひ質問してください。
◯中山　では、武田先生に質問してい
いですか。批判的思考や自分の考えを
伝える力が大事で、その力を付けてほ
しいと、おっしゃっていました。その
ために何をするかは自分で考えるべき
ですが、ヒントとして、どういうとこ
ろに足を踏み入れたらいいのでしょう
か。
◯武田　自分が今までに慣れた環境で
はないところに行ったらいいと思いま
す。私の場合はアメリカが長かったの
で、自己主張をしないとやっていけな
くて、せざるを得ないからやっていた
という部分もあります。それから、批
判的思考も。多様な考え方や価値観に
触れることによって、自分が今まで考
えていたことは、たくさんあるうちの
一つにしか過ぎなくて、ほんの少しの
部分しか見ていないんだなと思うと、
何かを提示されたとしても、それを批
判的に疑ってみるというか、そういう
癖ができたと思います。
　だから、留学することはとても大事
だと思います。でも、留学をしなくて
も、国内でも、いろいろな体験ができ
ますね。ボランティアをやってみると
か。
　例えば、私の授業では、必ず手話通
訳者を呼ぶんです。ろう者の世界を学
生に知ってもらいたいんです。私は、

手話はできないのですが、手話通訳の
方々から毎回多くのことを学んでいま
す。日本の中で一緒に住んでいても、
ろう者の文化は独自の側面があるんで
すね。そういうものに触れるのも大事
ではないかと思います。
◯山口　その点で言うと、全カリの中
には、日本手話という言語科目があっ
て。
◯武田　素晴らしいことですね。
◯山口　ぜひ、ああいう科目を学生に
は取ってもらいたいと思います。
◯北山　僕は野田さんに質問です。
今、就職活動をする、入社することが
目標になってしまっている大学生がと
ても多いと思っています。そういう大
学生に対しどういう思いがあるのか、
また、今の社会の問題として、3年以
内で離職してしまう人がとても多いと
いう中で、例えば、楽天の企業理念が
どのようなもので、楽天の企業理念を
理解している学生は、どういう人たち
が多いのか、お伺いしたいです。
◯野田　楽天は、インターネットによ
って、居ながらにして受けられるいろ
いろなサービスを世界に広めたいとい
う理念で、より便利な社会を実現した
いと考えています。そのために、既存
のサービスではなく、自分たちのサー
ビスをつくっていかなければいけない
ので、これまでの常識にとらわれず、
自分で考えて自分で生み出せる力を持
っている人を採用したいと思っていま
す。
　ですから、こういう知識を教わりま
した、僕はこれを知っていますと言わ
れても、なかなかそれだけでは魅力的
ではなく、これまでどういう生き方
をしてきて、どういうことに取り組ん
で、どういうことを成し遂げたのかと
いう話を聞きたいのです。
　そうすると、大学に入学して就活の
ことばかり考えている学生は、実は魅
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力的ではなく、就職なんか忘れて何か
に没頭した学生のほうが、よほど魅力
的なんですよ。没頭してくれてさえい
れば、多分、就職は1カ月ぐらいで決
まる体験はできているはずです。
　企業の研究をして、こういう話が嫌
われるみたいだなんていうマニュアル
本を読んでいる人は、企業から見ると
すぐに分かってしまいます。むしろ就
職活動を忘れて、本当に自分が没頭で
きるものを見つけて、それに取り組ん
でほしい、というのが僕からのメッセ
ージです。
　多くの大学生にそうさせている企業
が悪いんですけれども、大学生じゃな
いとできない体験を没頭してやってほ
しい。大学生という時間は、そういう
時間だと思います。
◯山口　非常に貴重なかたちで締めて
いただいたと思います。本日はどうも
ありがとうございました。
◯一同　ありがとうございました。


